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研究成果の概要（和文）：本研究では、5年間の研究期間内に、雑誌論文23件、学会等発表39件、図書7件という
研究業績を築くことができた。そのうちの多くのものは、研究代表者単独での成果である。本研究で私は、科学
活動と技術開発の活動を一種の共進化過程として説明し、この過程において専門家言語が多元化することを明ら
かにした。この成果は、2016年に出版された単著『パラダイム論を超えて　－　科学技術進化論の構築』として
まとめられた。

研究成果の概要（英文）：In this research project, I could publish 23 research papers and also made 
39 presentations in conferences and workshops. Most of them are published or presented by me as a 
single author. Additionally, I published 2 Japanese single-authored books and wrote 5 
single-authored articles in books. In this research project, I described interactions between 
scientific and technological activities as a co-evolutionary process and showed that this process 
produces new specialist languages and new scientific disciplines. Finally, I explicated the main 
results of this project in my Japanese book, Beyond the Paradigm Theory: A Construction of 
Evolutionary Theory for Science and Technology (2016). 

研究分野： 哲学・倫理学
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１．研究開始当初の背景 
(1) Thomas Kuhn (1922-1996) は『科学革命
の構造』（1962/1970）においてパラダイム論
を提案したが、このとき、パラダイムを超え
た累積的知識の拡大を否定したことはよく
知られている。つまり Kuhn は、同一のパラ
ダイムを基盤にした科学研究においては知
識は累積的に拡大するが、パラダイムシフト
の前と後の研究活動間には一種の知識の断
絶が起こるとし、このテーゼを、通約不可能
性を肯定する議論と連動する形で主張した。
また Kuhnは、このような考察の結論として、
科学は進歩するという見解にも懐疑的だっ
た。そして、Popper の反証主義の立場をより
洗練された形で擁護しようとした Imre 
Lakatos (1922-1974) は、科学史の合理的再
構成という形で、科学の進歩について語るこ
とを正当化しようとした。 

 
(2) Kuhn や Lakatos のアプローチを、「問題
解決」という鍵概念を基盤にしてさらに現実
の研究活動と結び付けようとしたのが、
Larry Laudanである。Laudan は科学活動を、
研究伝統を基盤にした問題解決の活動とし
て捉えることを提案するとともに、科学の進
歩を肯定する議論を展開した。つまり、問題
解決の拡張という視点を基準にすれば、異な
る研究伝統を基盤にして実行される科学活
動の成果も比べられつと指摘したのである。
また、Philip S. Kitcher は、認知的進歩、
概念的進歩、説明的進歩のように、進歩の次
元を区別することを提案し、科学の進歩を肯
定的する議論を展開した。 
 
(3) このように科学哲学の従来の研究を見て
いくと、進歩を測る基準がひとつであること
が前提とされることが多かった。 
 
２．研究の目的 

(1) 本研究は、「多元的言語論に基づいた科
学哲学の構築」と題した研究である。その主
たる目的は、自然科学諸分野の理論枠組みの
共存条件を分析し、それら枠組みの間の関係
を重視した科学哲学の新しい立場を提案し、
この立場の有効性を示すことにある。 
 
(2) この多元的視点から、科学の進歩を評価
する「精確さ」、「表現可能性」、「結合緊密性」
という三指標を提案し、このアプローチの有
効性を科学史の具体的事例をとりあげなが
ら示していく。さらに、科学的実在論論争に
関して、Bas van Fraassenが提案した構成主
義的経験論とは異なる立場の非実在論を提
案し、根拠づける。 
 
３．研究の方法 

(1) 本研究で重要な役割をはたす「多元的言
語論」、「精確さ」、「表現可能性」、「結合緊密
性」という概念を明確化するとともに、これ

ら概念の相互的関係を明らかにすることが
出発点となる。特にこれらの概念を真理概念
から独立に規定できることを示すとともに、
多元的言語の存在を受け入れることが、真理
概念や「真らしさ」の概念を基盤にした科学
的実在論と対立することを、形式的観点から
示していく。 

 
(2) 科学の進歩が、「精確さ」、「表現可能性」、
「結合緊密性」の三指標を用いて示せること
を、物理学史や生物学史などを例にとり、記
述的手法にのっとって示していく。 
 
(3) 科学的実在論の論争における実在論や
反実在論の立場を分析し、これらの立場が多
元的に展開されていく自然科学の実践に適
合しないことを示し、多元的視点からの非実
在論の有効性を示していく。 
 
４．研究成果 

(1) 本研究では、5 年間の研究期間内に、雑
誌論文 23件、学会等発表 39 件、図書 7 件と
いう研究業績を築くことができた。そのうち
の多くのものは、研究代表者単独での成果で
ある。また、これらの研究業績のほぼ半数は
英語によるものであり、このことは本研究の
国際的発信力を示している。 
 
(2) 本研究をすすめる中で、当初の計画と比
べて二つのきわだった内容的発展があった。
一点目は、科学活動の記述を超えて、技術領
域での活動との相互作用を論じるにいたっ
たことである。二点目は、進歩の概念にかわ
って進化論的視点が取り入れられたことで
ある。本研究では、この科学活動の進化論的
発展の中で、研究分野の分化が起こることを
解明し、その結果として専門家言語の多元化
が説明できることを示した。このことに対す
る研究業績としては、雑誌論文⑥、⑳、およ
び、学会発表⑯、⑰、24、26 などがある。ま
たこの成果は、2016年に出版された単著『パ
ラダイム論を超えて － 科学技術進化論
の構築』としてまとめられた（図書①）。 
 
(3) 科学技術進化論の基盤にあるのは、信念
構造論理学であり、この形式的体系は英語で
書かれた査読付き論文（図書③）に基づいた
ものである。またこのテーマに関する研究業
績としては、雑誌論文④、⑤、⑨、⑩、⑬、
⑱、⑲、23、学会発表⑥、⑭、21、25、27、
28、34、39、および、図書⑤などがある。こ
のように、本件では厳密な形式的体系を基盤
に科学技術進化のプロセスが描かれている。 
 
(4) 信念構造論理学は、規範体系論理学の一
部を構成する明示的認識論理学を拡張した
体系である。これらの体系の基礎的および応
用的研究業績としては、次のものがある。雑
誌論文③、④、⑤、⑨、⑩、⑱、⑲、23、学
会発表④、⑤、⑥、⑧、⑨、⑭、27、28、34、



39、および、図書②、⑤。 
 
(5) 『パラダイム論を超えて』の第 3部にも
描かれているように、本研究は、科学技術進
化論の枠組みの有効性を科学史の諸事例を
記述することで明らかにしようとしている。
この意味で、本研究は科学哲学と科学史の両
分野を包括的に扱うものである。 
 
(6) 本研究では、科学活動のみならず、技術
開発の活動が描かれ、人工物の進化論的プロ
セスが描かれている。これはまた、人工物の
存在論という形而上学的テーマとも関わっ
ている。そして本研究では、技術開発の発展
が新しい観測・実験装置の製作を可能にし、
ある分野に危機をまねいたり、理論間の競合
状況に決着をつけたりすることがあること
が指摘されている。このテーマに関する研究
業績としては、学会発表①、③、⑬、⑲、22、
26 などがある。 
 
(7) 本研究では、研究チームは複数の個人と
人工物を含んだ〈拡張された行為主体〉とし
て描かれる。そして、このようなタイプの行
為主体の記述は、研究代表者が提案している
四次元メレオロジーの体系を用いて厳密に
記述できるものである。ここでも、形而上学
の科学哲学への応用が実践されている。この
テーマに関する研究業績としては、雑誌論文
①、②、⑦、⑧、⑪、⑭、⑮、⑯、⑰、22、
学会発表②、⑨、⑩、⑫、⑯、23、30、31、
32、33、36、37、38、および、図書④などが
ある。 
 
(8) 本研究では、四次元主義的存在論を基盤
にして四次元主義的認識論が提案されてい
る。さらに、この四次元主義的認識論を用い
ることによって観察行為の前提を形而上学
的観点から明確にしている。この説明によれ
ば、観察主体は四次元時空のひとつの部分と
して特定の物理系の中に位置しており、その
位置において観察を行うことになる。つまり、
観察結果は観察位置に相対的なものになり、
相対性理論と整合的な観察のとらえ方を提
供できることになる。このテーマに関する研
究業績としては、雑誌論文⑮、22、学会発表
23、29、33、38、図書④、⑦などがある。 
 
(9) 本研究では、科学哲学、科学史、技術の
哲学、形而上学的存在論、動的信念論理学、
社会存在論などの諸領域を統合するような
アプローチが提案されている。この意味で、
本研究の適用領域は極めて広いことがわか
る。 
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